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ビ
ル
の
屋
根
工
事
で
鳶と

び

さ
ん
が
足
場
を
組
ん
で

い
る
の
を
眺
め
、鳶
さ
ん
独
特
の
股
下
が
大
き
く

広
が
っ
て
足
首
が
絞
っ
て
あ
る
ダ
ボ
ダ
ボ
の
ニ
ッ

カ
ボ
ッ
カ
風
の
作
業
服（
暴
走
族
の
特
攻
服
に
似

て
い
る
）を
近
頃
は
見
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
昔
、な
ぜ
あ
の
格
好
す
る
の
か
と
鳶
の
親
方
に

尋
ね
た
ら
、　

①
鉄
骨
や
足
場
の
上
で
飛
び
移
っ
た
り
す
る
の
に

　
動
き
や
す
い
。　

②
幅
広
部
分
が
風
に
は
た
め
き
風
の
強
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。い
わ
ば「
風
力
セ
ン
サ
ー
」　

③
差
し
筋
や
障
害
物
が
幅
広
部
分
に
あ
た
り
危

　
険
を
察
知
で
き
る
。い
わ
ば「
猫
の
ひ
げ
」　

④
万
一
墜
ち
た
と
き
幅
広
部
分
が
広
が
り
ど
こ
か

　
に
引
っ
か
か
っ
て
命
が
助
か
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
い
わ
ば「
ム
サ
サ
ビ
の
翼
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
④
は
悲
し
す
ぎ
ま
す
。人
に
頼
る
安
全
か
ら
、

足
場
の
改
善
や
防ぼ

う
も
う網

な
ど
墜
落
防
止
対
策
の
充

実
に
よ
り
、作
業
服
の
幅
広
部
分
が
障
害
物
に
ぶ

つ
か
り
や
す
く
風
に
も
あ
お
ら
れ
や
す
い
の
で
転

倒
・
墜
落
の
危
険
が
増
す
か
ら
と
、か
つ
て
の
長
所

が
逆
に
短
所
と
な
り
、ダ
ボ
ダ
ボ
の
作
業
服
を
見

る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ゼ
ネ
コ
ン
で
は
ダ
ボ
ダ
ボ
の
作
業
服
を
安
全
性
や

現
場
の
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
か
ら
禁
止
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
安
全
帯
が
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
に
替
わ
る
よ
う
に
、

よ
り
安
全
の
た
め
に
作
業
服
も
時
代
と
と
も
に

進
化
し
て
い
き
ま
す
。ム
サ
サ
ビ
の
翼
に
期
待
し

た
話
は
、大
昔
の
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
と
な
り
ま
し

た
。ご
安
全
に
。

（
公
社
）宮
崎
労
働
基
準
協
会
　

　
　
　
　
　
延
岡
支
部
事
務
局
　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
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東臼杵郡諸塚村　フクジュソウ 旧正月の頃に咲き始めることから元日草や朔ツイタチ日草とも呼ばれ、早春の訪れを告げる花の代
表。福寿（幸福と長寿の）草という和名も「永久の幸福」という花言葉も新春を祝うにふさわしいお花ですね。諸塚村最高峰の
黒岳の麓、標高 800mの高地に自生（国内南限）しており、村や県の天然記念物に指定されています。例年の見頃は２月で、
諸塚村観光協会のHP「もろつかナビ」に開花状況等が紹介されています。黄色く愛らしい花は日光が当たると開き、日が陰る
と閉じるそうで、まさしく　「福寿草　日を一ぱいに　含みたる」　（高浜 年尾詠）。　　　画像提供：（一社）諸塚村観光協会

全
社
員
で
共
有
!!

情
報
は
、

企
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
!!
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宮
崎
支
部

宮
崎
・
延
岡
・
都
城
・
日
南
で
産
業
安
全
祈
願
祭

都
城
支
部

日
南
支
部

延
岡
支
部

宮崎支部・１月11日宮崎神宮

日南支部・１月16日鵜戸神宮

延岡支部・１月 10日今山八幡宮

都城支部・１月 11日神柱宮

労
働
災
害
撲
滅
へ
決
意
新
た

　

宮
崎
支
部
の
産
業
安
全
祈
願
祭
は
１

月
11
日
、
宮
崎
市
の
宮
崎
神
宮
で
行
わ

れ
、
事
業
者
や
安
全
衛
生
担
当
者
ら
80
名

（
23
社
）
が
参
加
し
、
今
年
１
年
の
無
事

故
を
誓
い
労
働
災
害
撲
滅
へ
向
け
て
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

神
事
で
は
、
祓は
ら
え
ど所
で
の
修し
ゅ
ば
つ祓
（
お
祓

い
）
の
後
、
神
職
に
従
い
本
殿
前
へ
粛
々

と
移
動
。
斎
主
一
拝
・
祝の
り
と詞
奏
上
後
、
矢

野
俊
也
支
部
長
（
矢
野
産
業
（
株
）
社

長
）
代
理
井
上
透
氏
（
同
社
専
務
取
締

役
）
を
は
じ
め
宮
崎
支
部
幹
事
兼
専
門
部

会
の
「
安
全
衛
生
・
労
務
管
理
部
会
」
脇

山
孝
部
会
長
（
（
株
）
明
光
社
安
全
衛
生

部
長
）
ら
代
表
者
４
人
が
玉
串
を
奉
納
し

終
了
し
ま
し
た
。

井
上
氏
は
神
事
終
了
後
の
あ
い
さ
つ
の
中

で
、
昨
年
大
幅
に
増
加
し
た
県
内
の
労
働

災
害
の
状
況
を
踏
ま
え
「
こ
の
憂
慮
す
べ

き
状
況
を
重
く
受
け
止
め
、
本
日
の
安
全

祈
願
祭
を
契
機
に
職
場
の
安
全
衛
生
の
重

要
性
を
再
認
識
し
、
安
全
安
心
、
そ
し
て

快
適
な
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
後

な
お
一
層
の
ご
尽
力
を
」
と
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
宮
崎
労
働
基
準
監
督
署
の

菊
地
良な
が
ひ
で英
署
長
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
冒

頭
「
間
も
な
く
４
年
目
を
迎
え
る
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
必
ず
し
も
従
来
の
手
法
を

採
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
が
ら
も
懸
命

に
労
働
災
害
防
止
に
取
り
組
ん
で
来
ら

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
を
前
提
と
し
活
発
化
し
て
行
く

で
あ
ろ
う
産
業
活
動
等
の
状
況
を
踏
ま

え
、
労
働
災
害
防
止
へ
の
取
り
組
み

を
よ
り
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
発

生
し
た
労
働
災
害
の
件
数
や
増
加
率
に

触
れ
た
上
で
「
全
体
の
労
働
災
害
件
数

を
減
少
さ
せ
る
こ
と
は
勿
論
、
死
亡
災

害
は
絶
対
に
発
生
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
あ
り
、
新
年
、
心
新
た
に
死
亡

災
害
の
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組
み
を
祈

念
し
、
こ
の
誓
い
を
１
年
間
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
皆
が
一
丸
と
な
っ
て
よ
り
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
結
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
宮
崎
支
部
幹
事
兼
専
門
部

会
の
安
樂
和
幸
委
員
（
（
株
）
九
電

　

令
和
初
と
な
る
都
城
・
小
林
地
区

労
働
災
害
防
止
団
体
連
絡
協
議
会
主

催
の
産
業
安
全
祈
願
祭
は
１
月
10

日
、
都
城
市
の
神
柱
宮
で
基
準
協
会

都
城
支
部
を
始
め
と
し
た
関
係
各
災

防
団
体
の
会
員
事
業
場
か
ら
２
２
１

名
が
参
加
、
う
ら
ら
か
な
日
差
し
の

中
で
、
労
働
災
害
防
止
活
動
に
真
剣

に
取
り
組
む
こ
と
と
無
事
故
無
災
害

の
決
意
を
参
加
者
全
員
で
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

延
岡
支
部
の
産
業
安
全
祈
願
祭
は
１

月
10
日
、
延
岡
市
の
今
山
八
幡
宮
に
お

い
て
、
事
業
者
、
安
全
衛
生
担
当
者
、

各
災
害
防
止
団
体
代
表
者
ら
１
５
２
名

（
75
社
）
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

玉
串
奉
奠
等
の
神
事
終
了
後
、
末
次
稔

支
部
長
（
旭
化
成
（
株
）
延
岡
支
社

長
）
が
「
企
業
は
、
そ
こ
で
働
く
人
、

そ
の
家
族
の
幸
せ
の
た
め
に
あ
る
。
労

働
災
害
と
い
う
犠
牲
の
上
に
企
業
経
営

　

都
城
支
部
の
産
業
安
全
祈
願
祭
は
１

月
11
日
、
都
城
市
の
神
柱
宮
に
お
い
て

江
夏
喜
一
郎
支
部
長
（
ヤ
マ
エ
食
品
工

業
（
株
）
社
長
）
、
中
玉
利
浩
治
都
城

労
働
基
準
監
督
署
長
を
始
め
事
業
主
や

安
全
衛
生
担
当
者
ら
77
名
（
37
社
）
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
朝
方
の
真

冬
並
み
の
寒
さ
か
ら
祈
願
祭
が
始
ま
る

頃
に
は
太
陽
の
光
を
暖
か
く
感
じ
ら
れ

る
境
内
に
お
い
て
、
県
内
の
労
働
災
害

工
宮
崎
支
店
副
支
店
長
兼
安
全
管
理
部

長
）
が
力
強
く
『
安
全
宣
言
』
を
読
み

上
げ
、
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
基
本

的
安
全
対
策
を
日
々
実
行
し
、
安
全
で

安
心
し
て
働
け
る
職
場
の
実
現
の
た
め

に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
全
員
で
確

認
し
ま
し
た
。

が
成
り
立
つ
こ
と
は
な
い
。
災
害
防
止

に
今
後
と
も
全
力
で
取
り
組
む
」
と
決

意
を
表
明
。
延
岡
労
働
基
準
監
督
署
の

大
野
一
喜
署
長
は
「
死
亡
災
害
、
休
業

４
日
以
上
の
休
業
災
害
は
昨
年
に
比
べ

大
幅
に
増
加
し
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ

る
が
、
そ
の
中
で
も
60
歳
以
上
の
災
害

や
転
倒
災
害
が
目
立
つ
。
今
後
と
も
災

害
防
止
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
年
初
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
の
温
か
さ
で
、
風
も
な
く
澄

み
切
っ
た
青
空
の
も
と
で
、
穏
や
か
な

安
全
祈
願
祭
と
な
り
ま
し
た
。

が
３
年
連
続
で
大
幅
増
加
し
て
い
る
こ

と
に
危
機
感
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
「
安
全
第
一
」
を
再
確
認
し
、
今

年
一
年
の
無
事
故
無
災
害
の
決
意
を
参

加
者
全
員
で
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

日
南
支
部
の
産
業
安
全
祈
願
祭
は
１

月
16
日
、
日
南
市
の
鵜
戸
神
宮
に
お
い

て
島
瀨
浩
支
部
長
（
王
子
製
紙
（
株
）

日
南
工
場
執
行
役
員
工
場
長
）
、
佐
々 

木
大
樹
日
南
労
働
基
準
監
督
署
長
を
始

め
事
業
主
や
安
全
衛
生
担
当
者
ら
30
名

（
21
社
）
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
佐
々
木
署
長
は
「
コ
ロ
ナ
を
除
け

ば
休
業
災
害
は
昨
年
と
同
程
度
で
あ
る

が
、
１
年
半
ぶ
り
に
死
亡
災
害
が
発
生

す
る
な
ど
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

る
。
安
心
、
安
全
な
職
場
作
り
を
目
指

し
て
継
続
的
な
安
全
活
動
を
続
け
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
兎
年
で
す
が
、
鵜
戸
神
宮
の
神し
ん
し使

が
兎
と
い
う
こ
と
で
御
利
益
も
い
か
ば

か
り
か 

と
参
加
者
一
同
安
全
祈
願
に
力 

が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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労働条件通知書交付推進キャンペーン
　宮崎労働局管内の労働相談は、この10年間

で２倍となり、年間1万件を超えています。相談

内容としては、年次有給休暇、いじめ・嫌がら

せ、時間外労働、退職・解雇、賃金不払等が増

加している。

　相談が増加している要因の一つとして、労働

条件について労働者に対する周知が不十分で

あることがあります。

　労働基準法では、事業者に対し、労働者を

採用する際には、年次有給休暇・時間外労働・

賃金・退職・解雇等の基本的事項を記載した

労働条件通知書を交付すること等により労働

条件を明示することが義務付けられています。

　しかし、未だに、労働条件通知書を交付する

等により労働条件を明示していない事業場や

その内容に不備がある事業場がみられます。

　このような状況を踏まえ、宮崎労働局では、

労働者の雇用の機会が多くなる３月から４月の

時期に「労働条件通知書交付推進キャンペー

ン」を実施し、安心して働くことのできる職場

環境作りをお願いしています。　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

期間：3月1日（水）～4月30日（日）

【お問合せ】宮崎労働局労働基準部監督課　　TEL.0985-38-8834
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 ※新型コロナウイルス感染症による労働災害を除く
 

※ 色付きは昨年比で 宮崎県全体として 増加が顕著な業種
 

 

 

資料出所：労働者死傷病報告

令和4年 死傷労働災害統計速報（宮崎県内）
死亡 休業 計 死亡 休業 計 死亡 休業 計 死亡 休業 計 死亡 休業 計

０ １ 製 造 業 3 2 7 6 2 7 9 1 1 0 2 1 0 3 1 6 0 6 1 1 9 2 9 3 2 2 2 2
01食料品 1 2 7 1 2 7 5 9 5 9 2 0 2 0 4 2 4 2 6 6
04木材・木製品 1 5 9 6 0 8 8 2 1 2 1 1 2 2 2 3 8 8

０ ２ 鉱 業 2 2 1 1 1 1
０ ３ 建 設 業 5 1 8 8 1 9 3 1 7 0 7 1 1 4 2 4 3 3 6 1 6 4 1 5 1 5

01土木工事 2 5 7 5 9 2 0 2 0 1 2 1 2 2 2 0 2 2 5 5
02建築工事 2 8 9 9 1 1 3 8 3 9 1 1 7 1 8 2 9 2 9 5 5

０ ４ 運 輸 交 通 業 2 1 5 1 1 5 3 1 7 1 7 2 1 2 5 2 6 5 2 5 2 3 3
03道路貨物運送 2 1 3 8 1 4 0 1 6 1 6 2 1 2 5 2 6 4 9 4 9 3 3

０ ５ 貨 物 取 扱 業 1 5 1 5 9 9 4 4 2 2
０ ６ 農 林 業 5 1 0 1 1 0 6 2 2 2 2 2 4 4 4 6 2 2 5 2 7 1 1 0 1 1

02林業 5 7 3 7 8 1 1 1 1 2 4 2 4 4 2 1 0 1 2 1 1 0 1 1
０ ７ 畜 産 ・水 産 業 5 1 5 1 1 2 1 2 8 8 2 4 2 4 7 7
０ ８ 商 業 2 1 9 3 1 9 5 1 9 6 9 7 1 3 4 3 5 5 5 5 5 8 8

02小売 1 4 5 1 4 5 7 8 7 8 2 6 2 6 3 4 3 4 7 7
０ ９ 金 融 ・広 告 業 1 0 1 0 5 5 2 2 2 2 1 1
１ ０ 映 画 ・演 劇 業 1 1 1 1
１ １ 通 信 業 1 4 1 4 5 5 3 3 4 4 2 2
１ ２ 教 育 ・研 究 業 1 5 1 5 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1
１ ３ 保 健 衛 生 業 2 1 3 2 1 3 1 0 1 1 0 1 4 5 4 5 4 9 4 9 1 8 1 8

02社会福祉施設 1 4 8 1 4 8 6 9 6 9 3 0 3 0 3 5 3 5 1 4 1 4
１ ４ 接 客 娯 楽 業 8 0 8 0 4 3 4 3 2 1 2 1 1 4 1 4 2 2

02飲食店 4 4 4 4 2 1 2 1 1 2 1 2 9 9 2 2
１ ５ 清 掃 ・と 畜 業 6 6 6 6 4 1 4 1 1 2 1 2 1 3 1 3

01-01ビルメン 4 0 4 0 3 0 3 0 5 5 5 5
１ ６ 官 公 署
１ ７ そ の 他 の 事 業 5 8 5 8 2 5 2 5 1 3 1 3 1 8 1 8 2 2

1 7 1 4 3 4 1 4 5 1 4 6 1 4 6 1 8 6 3 1 5 3 2 1 6 4 1 4 4 2 0 1 9 1 9 2合 　 計

合 計 宮崎署 延岡署 都城署 日南署

【お問合せ】宮崎労働局労働基準部健康安全課 ℡０９８５－３８－８８３５
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会員価格（円） 一般価格（円）

①

②

③

会員価格（円） 一般価格（円） 会員価格（円） 一般価格（円）

特
　
　
別
　
　
教
　
　
育

※高校生価格（2日間・3日間コース）は別途お問合せ下さい。

15,950
内訳

受講料 15,950

内訳
受講料

ガス溶 接

ボイラー実 技 講 習

16,280 16,830

内訳
受講料

テキスト代 1,210
19,800

内訳
受講料 19,800

テキスト代 330 テキスト代 880

テキスト代 0

19,030

内訳
受講料 15,950

内訳
受講料 15,950

プ レス機 械

乾 燥 設 備

19,140 22,220
受講料 17,930

内訳

巻上 げ 機 運 転 業 務

内訳
受講料 15,950 23,100 26,180

内訳
受講料 21,890

ア ーク溶 接 等 業 務（3日 間 コース）

受講料 21,010
テキスト代 1,210 テキスト代 1,210

ボ イラー取 扱
17,930

19,030
17,270 20,350

内訳
受講料

1,210
機 械 研 削 用 といし取 替 等 業 務

内訳
受講料 24,970

テキスト代 1,210 テキスト代

テキスト代 880 テキスト代 880

16,390 17,490

8,580 11,660

内訳
受講料 7,700

粉 じん 作 業

内訳
受講料 15,950

内訳
受講料 19,030

テキスト代 770 テキスト代 770

16,720

内訳
受講料 10,780

19,800

22,110 23,210

1,320 テキスト代 1,320
電 気 取 扱 業 務（低 圧 ）

1,980

内訳
受講料 12,100

普 通 第 一 種 圧 力 容 器 取 扱

特 定 化 学 物 質 及 び 四 ア ル キ ル 鉛 等

酸 素 欠 乏 ・硫 化 水 素 危 険

内訳
受講料 15,950

内訳
受講料 15,950

テキスト代 1,430

安 全 衛 生 推 進 者 養 成 講 習

テキスト代 1,980 テキスト代 3,080

イ（全科目受講者） 16,280 イ（全科目受講者） 17,380

テキスト代

10,340 13,420

内訳
受講料 9,020

テキスト代 1,320 テキスト代 1,320
自 由 研 削 用 といし取 替 等 業 務

16,830

15,950
内訳

受講料

ハ（免除対象者） 11,440 ハ（免除対象者） 12,540

受講料 15,950
テキスト代 330 テキスト代 1,430

内訳
受講料 15,950

内訳

職 長 等 の 教 育
16,830

11,110
内訳

受講料 11,110
テキスト代 330 テキスト代 1,430

内訳
受講料

会員価格（円） 一般価格（円）

ゼ ロ災 運 動 ＫＹＴトレーナ ー研 修 会

26,730

19,030
テキスト代 7,040 テキスト代 7,040（上・下・問セット） （上・下・問セット）

内訳
受講料 15,950

内訳
受講料

29,700
※テキスト代込

第 一 種 衛 生 管 理 者 受 験 準 備 講 習
22,990

19,030
テキスト代 880 テキスト代 880

19,910

内訳
受講料 15,950

内訳
受講料

※テキスト代込

26,070

15,950
テキスト代 550 テキスト代 1,650

17,380 18,480

テキスト代 2,530

17,930

内訳
受講料 15,950

内訳
受講料 15,950

テキスト代 880 テキスト代

16,830

1,980

16,720

有 機 溶 剤
17,930

内訳
受講料 15,950

内訳

440 テキスト代 1,540

16,500 17,600

内訳
受講料 15,950

内訳
受講料

内訳
受講料 15,950
テキスト代

内訳
受講料 20,900

内訳
受講料 20,900

テキスト代 1,210 テキスト代 2,310

15,950
テキスト代

鉛

受講料 15,950
テキスト代 880 テキスト代

21,010

17,820

19,800

770 テキスト代 1,870

16,830 17,930

内訳 内訳
テキスト代 880 テキスト代

受講料 15,950 受講料 15,950
1,980

石 綿

内訳
受講料 15,950

内訳
受講料

 ※　今般、以下の講習会・研修会につきましては、受講料の改定
    予定はございません。ご不明の場合は、お問い合わせください。

 　

【技能講習】玉掛け・小型移動式クレーン運転・床上操作式
 　　　　　  クレーン運転 　
【特別教育】フルハーネス型墜落制止用器具 　
【一般講習】安全管理者選任時研修・雇入れ時等の安全衛生 　　　　　　　　 
                  教育・第一種衛生管理者模擬試験　 
【中災防主催研修】リスクアセスメント実務研修

一
　
般
　
講
　
習

実
技
講
習

技
　
　
　
　
　
　
　
　
能
　
　
　
　
　
　
　
　
講
　
　
　
　
　
　
　
　
習

作
　
　
 
業
　
　
 
主
　
　
 
任
　
　
 
者

内訳

内訳

17,655 20,735
受講料 15,950

内訳

クレーン運転業務

受講料 19,030
テキスト代 1,705 テキスト代 1,705

改定価格表表（消費税込み）

 テキスト代につきましては、出版元の都合により、
 今後改定される場合があります。
 会員の皆様には、『令和5年度各種技能講習等の予定
一覧表』 『令和5年度講習会・研修会のご案内（裏面
に新料金表掲載）』をお届けいたします。
当協会ＨＰにも新年度の計画及び、新料金を掲載して
おります。http://www.miyazaki-roukikyo.or.jp

（備考）

令和５年４月開催の講習会・研修会より受講料等を改定いたします。

※表示価格はすべて消費税込み、赤色の表示は改定後の価格です。
以下の講習会・研修会の受講料等が改定になります。ご理解の程、よろしくお願いいたします。

※紙面の都合上、今般改定対象の講習会・研修会のみを掲載しておりますのでご了承ください

（公社）宮崎労働基準協会本部　TEL.0958-25-1853

中
災
防

主
催
研
修

受講料据え置きの講習会・研修会
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月4
月5
月6
月7
月8
月9

18

19

26

士
水
潜

7

　 

者
任
主
業
作
接
溶
ス
ガ

5

　
　   

定
限
式
転
運
上
床

28

◎ 

23

12

1718・29

5 ･ 20

17
7

13
25

◎ 
士
転
運
置
装
貨
揚

5
19

13

　

し
な
定
限

11
15
15
12
16

　

27

　 
士
技
破
発

5
19・31
2121
4
2929
13

　   

28

◎ 

6

5

◎ 

14

　 

8

4

　一
◎クレーン・
デリック運転士 　 

真
写
過
透
線
マ
ン
ガ

者
任
主
業
作

影
撮

6 ･19
3 ･17

4 ･ 20

12・19

　 

　 

者
任
主
業
作
内
室
圧
高 　 

者
理
管
生
衛
種
二
第

種
一
第

宮崎地区出張特別試験は　

（注１）８月は　　　　枠の試験を実施、11月は二級ボイラー技士及び 第一種・第二種衛生管理者試験のみ実施予定。
（注２）試験については、ＪＡ ・ＡＺＭホールに問い合わせをしないでください。

◎の試験は、学科試験合格後に実技試験が行われます。
（注）令和５年４月１日以降に受験申請の受付が開始される実技試験は、受験手数料の変更がありますのでご注意ください。

【１回目】　８月  ５日(土)の受験申請書受付期間(土・日を除く）令和５年６月　５日(月）～令和５年６月２３日(金）　　　　　
【２回目】11月 ２３日(木)の受験申請書受付期間(土・日・祝日を除く）令和５年９月１１日(月）～令和５年９月２９日(金）

九州安全衛生技術センター
TEL.0942-43-3381　http://www.kyushu.exam.or.jp/〒839-0809 福岡県久留米市東合川5-9-3（久留米インターバス停より徒歩5分）

（注）令和５年６月以降に実施する免許試験は、学科試験手数料の変更がありますのでご注意ください。
　　令和５年４月及び５月に実施する学科試験手数料・・・６，８００円（非課税）
　　令和５年６月以降に実施する学科試験手数料・・・・・  ８，８００円（非課税）

免許取得が第一歩免許取得が第一歩ゼロ災害ゼロ災害 令和5年4月令和5年4月 令和5年9月令和5年9月

試験場及びお問い合わせ

労働安全衛生法に基づく
免許試験（学科）日程

令和4年 死亡者累計
令和5年1月10日現在宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 前年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

3
5
2
5
3
18

1
1

2
1
6
3

1
3

2

6
1

1

1

1
1
1

2
5
9

1
4
3
2
3

13前年同期

1

※宮崎労働基準協会　本部宛必着

8月5日(土) と11月23日(木)勤労感謝の日の２回 実施予定ＪＡ・ＡＺＭホールで

令和4年12月31日現在宮崎労働局
令和4年 死亡災害発生状況

18 12月
道路
貨物
運送業

はさまれ、
巻き込まれ

トラック 40代 2年男

番号 起因物事故の型 性別 年齢 経験期間発生月 業  種

　運行中のトラック運転者が、村道の拡幅区間において木材を積んだ大型牽引自動車と被
牽引車の連結具の間に挟まれている状態で発見された。
　被災者は車両の連結作業を一人で行っており、車両は進行方向に７～８度の上り傾斜に
停車していた。

災  害  の  概  要

九
州
安
全
衛
生
技
術

セ
ン
タ
ー

林
業
架
線
作
業
主
任
者

特
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
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令和4年 労災死亡者累計
令和4年10月14日現在 令和4年10月1日現在宮崎労働局 宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 前年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

1
5

4
3
13

1
1

1
1
4
3

3

2

5

1

1

1

2
3
9

1
3
3
2
3

12前年同期

令和4年 死亡災害発生状況

13 9月 林業 激突され 立木等 70代 5年男

番号 起因物事故の型 性別 年齢 経験期間発生月 業  種

　皆伐現場において、被災者がチェーンソーを使用して伐木作業を行っていたところ、伐倒
木（ヒノキ）がかかり木となったが、これを放置して付近にある別の立木を伐倒していたとき、
当該かかり木が外れて落下し、被災者に激突した。

災  害  の  概  要

（備考）宮崎労働局のHPで11番の死亡災害発生状況（調査中）として「建築工事業の墜落、転落」が掲載され、10月号で掲載した
　　　11番については現在12番に変更されています。

令和4年 労災死亡者累計
令和4年10月14日現在 令和4年10月1日現在宮崎労働局 宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 前年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

1
5

4
3
13

1
1

1
1
4
3

3

2

5

1

1

1

2
3
9

1
3
3
2
3

12前年同期

令和4年 死亡災害発生状況

13 9月 林業 激突され 立木等 70代 5年男

番号 起因物事故の型 性別 年齢 経験期間発生月 業  種

　皆伐現場において、被災者がチェーンソーを使用して伐木作業を行っていたところ、伐倒
木（ヒノキ）がかかり木となったが、これを放置して付近にある別の立木を伐倒していたとき、
当該かかり木が外れて落下し、被災者に激突した。

災  害  の  概  要

（備考）宮崎労働局のHPで11番の死亡災害発生状況（調査中）として「建築工事業の墜落、転落」が掲載され、10月号で掲載した
　　　11番については現在12番に変更されています。

平成２8年平成２8年平成２8年平成２8年

　

私
の
母
校
は
宮
崎
水
産
高
校
（
現

海
洋
高
校
）で
あ
り
ま
す
。当
校
に
は

マ
グ
ロ
船
に
よ
る
遠
洋
航
海
実
習
と

い
う
特
異
な
学
科
が
あ
り
、日
本
か
ら

遠
く
離
れ
た
海
域
で
延ハ

エ
ナ
ワ縄
マ
グ
ロ
業

と
船
舶
の
基
礎
知
識
を
学
び
又
、海
洋

資
源
調
査
を
行
う
の
が
目
的
で
す
。

現
在
の
実
習
海
域
は
ハ
ワ
イ
沖
が
中

心
の
よ
う
で
す
が
、私
の
在
校
時
代
は

も
っ
と
広
範
囲
の
海
域
で
し
た
。

　

二
年
生
の
八
月
上
旬
、実
習
船
『
進

洋
丸
』は
油
津
港
を
出
港
し
一
路
南

下
。漁
場
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
海

域
で
す
。乗
船
後
二
日
目
頃
か
ら
殆

ど
の
生
徒
が
船
酔
い
で
飲
ま
ず
食
わ

ず
の
半
病
人
状
態
で
し
た
が
、赤
道

を
越
え
る
頃
に
は
船
に
も
慣
れ
元
気

に
な
り
ま
し
た
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

東
沖
を
し
ば
ら
く
南
下
し
漁
場
に
到

着
。い
よ
い
よ
操
業
開
始
で
す
。こ
の

海
域
は
タ
ス
マ
ン
海
に
近
く
、寒
く
て

海
は
毎
日
時シ

ケ化
で
し
た
。獲
れ
る
マ
グ

ロ
は
大
き
く
太
っ
て
い
ま
す
が
、数
が

で
ま
せ
ん
。漁
獲
高
を
上
げ
る
為
、船

は
北
に
進
路
を
と
り
珊さ

ん
ご瑚
海か
い

で
の
操

業
と
な
り
ま
し
た
。マ
グ
ロ
は
小
ぶ
り

で
す
が
豊
漁
で
、マ
カ
ジ
キ
や
メ
カ
ジ

キ
も
混
じ
り
ま
す
。ま
た
、鮫
も
多
く

『
Ｊジ

ョ

ー

ズ

Ａ
Ｗ
Ｓ
』と
い
う
映
画
に
出
て
き

た
よ
う
な
大
物
も
か
か
り
ま
し
た
。鮫

は
、鰭ヒ

レ

以
外
は
商
売
に
な
ら
な
い
の
で

胴
体
は
捨
て
ま
す
。す
で
に
瀕
死
の
状

態
で
解
体
し
、腹
を
切
り
裂
く
と
生
き

た
子
鮫
が
数
匹
出
て
き
ま
し
た
。海
に

放
す
時
、無
事
育
つ
よ
う
に
と
手
を
合

わ
せ
ま
し
た
。

　 

さ
て
、長
期
の
漁
も
終
わ
り
休
養
と

油
等
の
補
給
の
為
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

南
東
部
の
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
に
入
港
し

ま
し
た
。久
し
振
り
の
陸
地
そ
れ
も
外

国
で
、早
速
皆
で
上
陸
で
す
。こ
の
街

は
ヤ
シ
科
の
熱
帯
樹
が
あ
ち
こ
ち
に

茂
っ
て
い
ま
す
。道
路
脇
を
歩
い
て
い

る
と
大
木
が
黄
色
い
実
を
沢
山
つ
け

女
性
が
そ
れ
を
採
っ
て
い
ま
す
。す
る

と
私
達
に
皮
を
む
い
て
差
し
出
し
て

く
れ
ま
し
た
。食
べ
て
み
る
と
甘
く
て

独
特
の
風
味
で
し
た
。頂
い
た
数
個
の

実
を
持
ち
帰
り
皆
で
食
べ
た
と
こ
ろ
、

そ
の
中
の
一
人
が
口
を
赤
く
腫
ら
し

て
大
騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。調
べ
て
み

る
と
そ
の
実
は
自
生
の
マ
ン
ゴ
ー
で

漆ウ
ル
シ

科
の
植
物
と
判
り
、漆
負
け
し
た

よ
う
で
す
。容
体
は
み
る
み
る
悪
化
し

心
配
し
ま
し
た
が
、ベ
テ
ラ
ン
船
長
の

荒
療
治
（
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
一
発
投

与
）で
無
事
完
治
し
ま
し
た
。港
に
は

日
本
の
貨
物
船
も
入
港
し
て
お
り
、岸

壁
か
ら
船
を
眺
め
て
い
る
と
船
員
が

降
り
て
き
ま
し
た
。学
校
名
を
聞
か
れ

「
宮
崎
水
産
」と
答
え
る
と
船
内
を
案

内
す
る
と
い
う
の
で
す
。狭
っ
苦
し

い
実
習
船
と
比
べ
る
と
広
く
て
き
れ

い
な
操
舵
室
や
機
関
室
等
を
見
て
回

り
、帰
り
際
に
頂
い
た
日
本
の
駄
菓

子
を
口
に
含
む
と
懐
か
し
い
味
が
し

ま
し
た
。三
日
程
の
滞
在
で
出
港
し
、

帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
数
日
後
、太
平
洋
の
真
ん
中

で
生
徒
の
一
人
が
病
院
で
の
治
療
を

必
要
と
す
る
病
気
と
な
り
、一
番
近
い

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
（
現
チ
ュ
ー
ク
諸
島
）

に
急
遽
立
ち
寄
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

ヤ
シ
の
木
が
茂
る
大
小
の
島
々
の
間

を
日
の
丸
の
旗
を
立
て
て
走
る
実
習

船
に
、数
隻
の
小
舟
が
全
速
で
近
寄
っ

て
き
ま
し
た
。危
な
い
の
で
速
度
を
緩

め
る
と
、と
う
と
う
船
側
に
横
付
け

し
、な
ん
と
小
舟
か
ら
缶
詰
や
ジ
ュ
ー

ス
等
を
投
げ
入
れ
て
大
変
な
歓
迎
ぶ

り
で
す
。浅
黒
い
肌
に
白
い
歯
を
見
せ

て
お
辞
儀
し
た
り
直
立
不
動
で
敬
礼

す
る
者
、中
に
は
『
勝
っ
て
く
る
ぞ
と

勇
ま
し
く
～
』と
軍
歌
を
歌
う
者
も
い

ま
し
た
。ト
ラ
ッ
ク
諸
島
は
戦
前
日
本

の
統
治
下
に
あ
り
、日
本
の
教
育
を
受

け
た
で
あ
ろ
う
こ
の
人
達
に
何
か
し

ら
親
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。や
が
て
手

を
振
り
な
が
ら
小
舟
は
離
れ
て
行
き
、

私
達
も
実
習
帽
を
大
き
く
振
っ
て
返

礼
し
ま
し
た
。港
は
小
さ
く
別
の
船
が

い
た
為
、港
外
に
錨
を
降
し
て
停
泊
と

な
り
ま
し
た
。急
患
は
救
命
艇
で
病
院

に
向
か
い
、生
徒
達
も
島
内
見
物
を
す

る
こ
と
に
な
り
実
習
船
搭
載
の
小
型

ボ
ー
ト
で
出
発
で
す
。と
こ
ろ
が
定
員

五
名
の
ボ
ー
ト
に
七
、八
名
も
乗
り
定

員
オ
ー
バ
ー
状
態
で
す
。案
の
定
、港

と
船
の
中
間
で
ボ
ー
ト
は
横
波
を
受

け
あ
え
な
く
転
覆
。欲
の
深
い
私
達
は

泳
い
で
で
も
島
に
渡
ろ
う
と
し
ま
し

た
が
、船
員
の
「
戻
れ
」の
指
示
で
や

む
な
く
断
念
と
な
り
ま
し
た
。さ
て
さ

て
、あ
の
周
辺
の
海
に
は
鮫
が
ウ
ヨ
ウ

ヨ
い
る
と
後
で
知

り
ま
し
た
が
、鮫

に
食
わ
れ
な
か
っ

た
の
は
、あ
の
助

け
た
子
鮫
の
恩
返

し
だ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

実
習
船
は
十
一
月
下
旬
に
神
奈
川

県
三
崎
港
に
入
港
し
、汽
車
で
帰
郷
し

ま
し
た
。駅
で
出
迎
え
た
担
任
の
先
生

が
私
を
見
る
な
り
「
川
﨑
、お
前
大
人

の
顔
に
な
っ
た
な
ぁ
…
」。　

五
十
数

年
前
の
貴
重
な
体
験
で
あ
り
ま
す
。　

終
わ
り

（
公
社
）宮
崎
労
働
基
準
協
会　
　
　

    

　
　
　
　
　
　

講
師　

川
崎　

隆
雄

　（公社）宮崎労働基準協会　
講　師

川﨑 隆雄さん

実
習
船
『
進
洋
丸
』

　

珊瑚海

タスマン海



宮 崎 労 働 基 準 協 会 報 令和 5年2月1日

8

講習のご案内講習のご案内
2 3 月分

講習のお申込み・お問合せは、本部・宮崎支部 までお願いします（平日8：30～17：00）。
但し、※印の講習（主に高校生対象）を受講希望の方については、担当支部にお問合せの上、お申し込みください。

（注）新型コロナウィルス感染拡大の状況により、急きょ開催を中止又は延期する場合がありますので、ご了承ください。

宮崎基準協会

「受講申込書」はホームページから
印刷(ExcelまたはPDF形式)できます

・「技能講習」等の受講申込書に、自動車運転免許証等の写しの貼付が必要です。
・テキストの送付を希望される場合は、送料を負担していただきます。
・受講料、テキスト代は消費税込みの金額です。原則として、開催日の５日前までにご入金ください。
・（現金での支払い…本部・宮崎支部窓口、現金書留…担当支部宛、振込み…担当支部口座）

講習会の申込み・問合せ先等
宮崎労働基準協会本部・宮崎・日南支部

延岡支部

■

■
■

2月・3月開催に係る申込み受付期限等■
宮崎市祇園3丁目1番地 矢野産業祇園ビル〒880-0024

TEL.0985-25-1853  FAX.0985-28-9080
TEL.0982-34-5538  FAX.0982-21-0117

都城支部 TEL.0986-24-5603  FAX.0986-24-5618

申込みの受付けは、開催日の1か月前から開始します。（土日・祝日に当たる場合は翌営業日となります。）
申込みの締切りは、開催日の2営業日前までです。郵送の場合は開催日の2営業日前までに必着となります。
定員に達している場合は、キャンセル待ちをご案内します。

講   習   名 受 講 料
（消費税込）

テキスト代
（消費税込）

担当支部 開　催　日 会　場

技
能
講
習

ガス溶接 13,640 会員    330
　　一般    880

　

宮崎 ※   2/  4 （土） ～   2/  5（日） (学科) 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
(実技) ポリテクセンター宮崎

宮崎 ※   2/18 （土） ～   2/19（日） (学科) 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
(実技) ポリテクセンター宮崎

玉掛け
（吊上げ荷重１トン以上のレーンの玉掛作業）

 27,280   
（免除 25,190）

会員    550
一般 1,650

宮崎 2/  9 （木） ～ 2/11（土） (学科) 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
(実技) 矢野運輸(株)

延岡 2/16（木） ～ 2/19（日） (学科) 延岡市職業支援訓練センター
(実技) 日向地区中小企業支援機構

小型移動式クレーン
（つり上げ荷重１トン以上５トン未満の

小型移動式クレーンの運転業務）

34,540
（免除 32,120）

会員    605
一般 1,705 都城   2/23 （木） ～ 2/25（土）  (学科) 早水公園体育文化センター（都城市）

（実技） 𠮷原建設仮設機資材部

作
業
主
任
者

特定化学物質及び
四アルキル鉛等 11,440 会員　 880

一般 1,980 延岡 　2/　1（水） ～ 　2/  2（木） 延岡市職業訓練支援センター

　★法改正によりアーク溶接作業では、屋内・屋外を問わず当講習を修了した者の中から「特定化学物質作業主任者」の選任が必要になりました。

有機溶剤 11,440 会員    660
一般 1,760 延岡 　    2/ 7 （火） ～    2/  8（水） 延岡市職業訓練支援センター

実
技
講
習

ボイラー実技講習 19,800
価格改定

会員　　無料
一般  1,151 宮崎 ※ 3/ 2 （木） ～

　 　3/ 4 （土） (学科)  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
(実技)  協同紙工㈱（東諸県郡国富町）

　　★都合により開催をやむなく中止させていただく場合がありますので、宮崎支部にお問い合わせの上、お申し込みください。

特
別
講
習

自由研削用といし
取替等業務

会員  8,140
一般 11,110 1,320 都城 ※ 2/  4 （土） (学科)   

県立都城工業高等学校(実技)   

そ
の
他

安全管理者選任時研修
会員 16,280

（免除 13,860）
　

一般 19,250
（免除 16,940）

1,650 宮崎 3/14 （火） ～ 　3/15（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

職長等の教育
（注）建設業の方については、職長・
安全衛生責任者教育を建設業労働災害
防止協会（℡ 0985-20-8610）が
実施しています。

会員 11,550
一般 14,630 880 宮崎 2/14 （火） ～ 　2/15（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

　

★お問合わせは宮崎支部へ

★お問合わせは宮崎支部へ

★お問合わせは都城支部へ

★ 2/16~18 から日程変更

★定員に達しました★定員に達しました

★定員に達しました★定員に達しました

★定員に達しました★定員に達しました

【事務局より重要なお知らせ】
令和５年４月以降に開催する当協会主催の講習・研修につきまして、以下のとおり取扱いを変更いたしますのでご了承ください。
◎�申込み受付開始後、①受講申込書提出⇒②事務局に申込書の受付を確認⇒③ご入金 をもって『受付完了』とさせていただきます。
つきましては、申込書の受付を確認後、原則として開催日の３営業日前までにご入金をお願いいたします。期日までにご入金が確
認できない場合は、受講申込みの取消しをさせていただく場合がありますのでご了承ください。
◎�『受付完了』後のキャンセルにつきましては、開催日の３営業日前までにご連絡があった場合に限りご返金いたします。銀行振込
での返金を希望される場合は、振込手数料を差し引かせていただきます。再度、受講を希望される場合は改めてお申込みをお願い
いたします。
◎『受付完了』後に受講者の変更を希望される場合は、前日でもご対応は可能です。					   
							     

(免除)…以下の講習等の免除対象者についてはお問合せいただくか、宮崎労働基準協会HPでご確認ください。


